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起きてはならない最悪の事態ごとの対応方策（全文） 
 
 
 

事前に備えるべき目標   ５ 必要最低限のライフライン等を確保するとともに、これらの早期復旧を図ること 

 リスクシナリオ 

 ５－２ 上水道等の長期間にわたる機能停止 

※人命に直接的・重大な影響を及ぼすリスクシナリオ   

 現在の取組・施策 脆弱性評価 

 
【水道施設の防災対策】  

 ＜水道施設の耐震化・耐水化対策＞ ※再掲 
 災害発生時において、給水機能を確保するため、アセットマ

ネジメント計画に基づき水道施設の耐震化・老朽化対策を進め

ている。 

 
アセットマネジメント計画に基づき、老朽化施設や老朽管の増

加に対し、施設の更新及び耐震化を進めていく必要がある。 

 ＜水道施設の応急対策＞ ※再掲 

 災害発生時に水道施設が損壊した場合、速やかに給水が可能
となるよう、水道事業者においては応急復旧のための体制を整

えるとともに、修繕資機材の整備を図っている。 

 

 災害により水道施設が損壊した場合、できるだけ速やかに給水
を再開できるよう、引き続き、修繕資機材の整備を図る必要があ

る。 

 ＜水道事業者の業務継続計画の策定＞ 

 災害発生時でも上水道供給業務が継続できるよう、業務継続
計画（ＢＣＰ）の策定に向けて取り組んでいる。 

 
 災害発生時において、人・物等利用できる資源の制限を考慮す
る必要があることから、被害想定に基づく機能確保までの具体的

な行動計画（初動対応や事前対策）等の必要な事項を網羅した業

務継続計画を策定する必要がある。 

  



 
 
事前に備えるべき目標 ５   必要最低限のライフライン等を確保するとともに、これらの早期復旧を図ること 

リスクシナリオ ５－２ 上水道等の長期間にわたる機能停止 
 

 

リスクシナリオを回避するための対応方策の概要 

 上水道等の長期間にわたる機能停止を防ぐため、水道施設等の耐震化・老朽化対策や、早期復旧のための体制の整備等

を図る 

重点 
対応方策 

（今後必要となる取組・施策） 
取組主体 

重要業績評価指標 

（参考値） 

    

 
 
 災害発生時における給水機能の確保に向けて、水道事業の広域

連携等による経営の効率化やアセットマネジメント計画に基づ

く耐震化事業の実施など水道事業者における取組を推進してい
く。 

 
市 

 

 

  

 災害により水道施設が損壊しても迅速に給水が再開できるよ
う、引き続き、必要に応じ、応急復旧のための体制の見直し及び

修繕資機材の更新を図る。 

 

市 

 

  

災害発生時における上水道供給の維持と被災施設の速やかな
回復が図られるよう、水道事業の業務継続計画を策定する。 

 

市 

 

 

 

 


